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棒の熱伝導現象を考える．この棒の任意の場所 x (0 ≤ x ≤ 1) と時刻 t







(0 ≤ x ≤ 1 . 0 ≤ t),
u(x, 0) = f(x) (0 ≤ x ≤ 1),
















wk を k ステップにおける観測誤差とし，次の観測モデルを考える．




y = H̃u0 +w .













l +Bγ, l(y − H̃u0l ) (l = 0, 1, 2, . . . . . .),

































l (y − H̃u).






熱伝導方程式の解 u(x, t) = e−π2t sinπx により真の温度勾配と求め
る初期値 f(x) = u(x, 0) = sinπx を与える．また各時刻 t における真
の温度勾配ベクトル ytrue に対して，平均 0，分散 σ2 = (δ∥ytrue∥2/2)2
の正規分布に従う誤差を与えたものを観測データとする．熱伝導率
λ = 1, 空間分割数を 100，時刻刻み幅を ∆t = 1.0 × 10−3 とし，
δ = 10−2，メンバ数を 1000 とした．このとき，提案手法により得られ
た同定結果は図 1のとおりである．可変的に選択された γ の最終値は，
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